
 

 

 

 

◆ 港まちづくり協議会ではボートピア名古屋設置に伴う「環境整備協力金」

を用いたまちづくり事業を住民と行政との協働により検討しています。 

  

◆ 10 月 19 日に開催された第 4 回会議の概要 

＜議題＞ 

１ 第 3 回協議会の会議結果報告 

２ 来年度の事業実施について 

３ その他 

 

◆主な議事 

□春のイベントについて 

○ 桜まつりをさらに地域を広げて活性化し、人が集まる暖かみのある地域を

作りたい。実施時期は 4 月か翌年３月で、宵まつりとしたい。桜なのでコン

サートは和風のものをやれるとよい。音大の学生などに協力してもらい費用は

できるだけ安く押さえたい。ストリートミュージシャン、フリーマーケット、

既存の店舗を使って外で食べてもらう形式のオープンカフェをやりたい。桜の

木も明るくライトアップしたい。 

□夏のイベント 

○ みなと祭のおどりは現在練り歩く方式だが、今後は江川線を使って、固定

して行いたい。江川線を使うことについては警察との調整が必要だ。現在、学

区内には屋形が７台あるが、15 台にしていくため、修繕費や制作費が必要だ。

周辺の警備は５人体制、花火の周辺警備は 350 人体制で行う必要がある。今

後は企業の参加を積極的に呼びかけるための打ち合わせ経費も必要だ。清掃要

員も必要である。現在はボランティア 60 名が朝５時ぐらいまでかかって行っ

ている。仮設トイレも 50 台必要であるし、広告宣伝費も必要だ。 

□冬のイベント 

○ スターライトレビューの行われる 12/24 の３時から港橋広場で行いたい。

模擬店を出し、太鼓やおどりなどアトラクションを行いたい。 

宣伝としては割引券つきのチラシを町内や港湾会館でのコンサートの来場

者に配布したい。清掃費も必要である。 

○ 築地口から名古屋港まで建物の壁面を使ったイルミネーションを行いたい。

建物の高さが違うので検討しなくてはいけない部分もある。単年度では無理な

ので毎年少しずつ増やしていく。伊勢湾海運は昨年に引き続き港橋広場のイル

ミネーションを行うようだ。今年新たに追加も行いグレードアップするようだ。 

□記念誌について 

○ 夢塾 21 から見積書が出ている。どういう形にするか相談していきたい。 
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来年度以降、この協議会が行

っていく事業は、今後名古屋

市の通常の予算システムに従

って決定されます。従ってこ

の議事に出てくる事業はまだ

未確定のものですので、ご了

承下さい。 



□ハード整備について 

○ 帆船モニュメントの修復については行っていきたい。港橋の欄干について

は鋳鉄でできているため穴をあけることは難しく、新しく作るよりも費用が高

くつく。港橋広場公園の整備については順次やっていくことが考えられる。来

年度は帆船モニュメントと道路整備を前倒しで行っていきたい。 

□安全安心の地域パトロールについて 

○ 午前中は２人組で２回を２グループ（江川線の東・西）で巡回する。午後

は２人組で４回を２グループで巡回する。このパトロールを業者に委託して行

うと３～４倍かかるのではないか。ボートピアの営業日は必ず巡回するように

したい。単に巡回するだけではなくひとり暮らし高齢者のところをまわって声

かけや買い物の代行を行っていきたい。 

□調査研究費について 

○ 長期的・短期的な計画を立てていく必要性もある。学識経験者の監修でや

っていきたい。 

○ 子育て支援、高齢者支援を行うための調査・研究も行ってほしい。 

○ イベントの企画もプロの目から見た企画を出してほしいし、公園のあり方

や整備計画も考えていきたい。子育てサロン、高齢者サロンのあり方など今後

のことを計画的に進めていくために調査研究費は必要である。 

□経常経費について 

○ 事務所は１階で誰もが気軽に入れるような空店舗を考えている。協議会で

数か所から選ぶなど、公正にやっていきたい。事務室だけでなくまちづくりに

関連した目的に使えるスペースがあるとよい。 

○ １階で広いスペースがある物件が少ない。 

□学識経験者コメント 

○ 一番大事なことは長期的にどういうまちにしたいのか、その中で短期的に

どうしていくのかビジョンが必要である。ずっと続いていくようなイベントを

企画してもらいたい。ハード整備は順次やっていけばよい。 

○ お金をかければいいものができるというわけではない。夢塾 21 の写真集

については外見だけではなく中身を充実させたい。調査・研究では意識調査を

盛り込んでほしい。まちづくりについてまちの人にいろいろ知ってもらいたい

し、学んでもらいたい。国内の視察などを行ってはどうか。 

 

 

＜港まちづくり協議会に関するお問い合わせ先＞ 

港まちづくり協議会事務局（港区役所区民生活部内） 

電話 ０５２－６５４－９６８８ FAX  ０５２－６５１－６１７９ 

E メール a6549621@minato.city.nagoya.lg.jp 

★コミュニティセンターに会議資料を設置し、どなたでも閲覧できるようにしています。 

★港まちづくり協議会の情報はインターネットでも見ることができます。 

URL   http://www.minato.city.nagoya.jp/oshirase/Boat.htm 
 


